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研究成果の概要 

ライフサイエンス研究において、光によって活性化する化合物（ケージド化合物）が利用されて

いる。しかし、これらの技術に利用されている光は、ヒトの体の奥深くには届かず、主に細胞やマウ

スを用いた基礎研究での利用に限られている。そこで、本研究では、光の適用範囲を拡大し、ヒト

生体深部においても化合物の化学構造を変え機能を発現させることができる技術開発を行ってい

る。 

2023年度は、X線に反応し分子が放出される化合物の設計・開発に成功した。すなわち、π共

役系を持つアゾ化合物に X線を照射すると、X線と水との反応から生じた水和電子により、アゾ結

合が 2電子還元を受け切断されることを見出した。なお、この際の切断メカニズム解明にも成功

し、化合物の理論的設計も可能にした。切断により蛍光を発する化合物を用いて細胞内でも切断

されることを示し POC (Proof of Concept: 概念実証) を取得したため、現在、薬剤を放出する化合

物の開発を進めている。 

また、超原子価ヨウ素化合物について、環状超原子価結合が X線により切断されることを見出

した。この反応は水に X線が照射されることにより生じるラジカル活性種を介した切断のみならず、

K殻、L殻励起によっても進行することを見出している。さらに、Snフタロシアニンの軸配位子を単

色 X線で切断することにも成功した。 

音に反応する化合物については、音に反応し発光するベシクルの作製に成功した。また、レー

ザ駆動衝撃波の位相を音響インピーダンスの異なる界面で反射させることによる負圧の生成や、

気泡化するナノ液滴を用いたし細胞へのタンパク質導入法の検討を行った。 
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